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意味を検討してみる ４）。次のような所得を受け取っている社員のいる、仮想的な企業 A を考えてみ
よう。 
 ①  ② ③ ④ ⑤ 
〔 200万円  300万円 440万円 1000万円 2000万円〕
以上の数値のイメージとしては、真ん中の 440 万円がサラリーマンの平均年収、300 万円が男性
























 ①  ② ③  ④ ⑤ 
〔 200万円  300万円 440万円  1000万円 2000万円〕





 ①  ② ③ ④ ⑤ 
〔 200万円  300万円 440万円 1000万円 2000万円〕








 ①  ② ③  ④ ⑤ 
〔 788万円  985万円 1182万円  591万円 394万円〕
 （20％）  （25％） （30％）  （15％） （10％）
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この状況で、所得が低い方から⑤、④、①、②、③になっているとして、平均差は 394 万円、平
均年収は 788 万である。先と同様に、平均差を、平均年収をベースに相対化する。 
394万円÷1576万円＝0.25 





そこで、当初の配分で、社長に 20％、部長に 10％を与え、残りの 70％を以上の貢献度に合わせ
て分配することとする。イメージとしては、次のとおりである。 
  ① ②  ③  ④ ⑤ 
 〔 552万円 689万円  827万円  808万円 1064万円〕
役職分       （10％） （20％）
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 H H H  H ④ 
〔 240万円 300万円 300万円  300万円 2800万円〕
（２）企業への貢献度が高い②と③の社員が離れるのを防ぐために、自身とこの２人の社員の所
得を平均的に高くする。  
 H H ② ③ ④ 
〔 240万円 300万円 1100万円 1100万円 1200万円〕
（３）企業の印象をよくするため、平均賃金を意識して、所得の配分を行う。 
 H ① ②  ③ ④ 


















































見たように全体で 3940 万円である。 
図１では、四角形の真ん中に右上がりの線が描かれている。これは、均等に所得が配分されてい
る直線である ５）。この線の上で、例えば人口の 20％、ここは社員が１人のところになるが、所得は、
全体の 20％である 788 万円となっている。人口の 40％、つまり社員が２人のところでの所得は、




る。１人で 20％となるので、５人のところで人口は 100％となる。また、縦軸は 100％のところが
所得全体の 3940 万円となり、下から 240 万円、300 万円、300 万円、300 万円、2800 万円の金額
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がつみあげられる。人口と所得の対応する点をとってつないでみると、均等に所得が配分される線
から離れているのがわかる ６）。ジニ係数は、横軸と右側の縦軸および 45 度線で囲まれた二等辺三
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（２）企業への貢献度の高い②と③の社員が離れるのを防ぐために、自身とこの２人の社員の所
得を高くする。 
 H H ② ③ ④ 
〔 240万円 300万円 1100万円 1100万円 1200万円〕
（３）企業の印象をよくするため、平均賃金を意識して、所得の配分を行う。 
 H ① ②  ③ ④ 
〔 340万円 550万円 650万円  800万円 1600万円〕




の累積所得 540 万円（13.7％）、左側３人の累積所得 1640 万円（41.6％）、左側４人の累積所得 2740
万円（69.5％）となっている。 
また、図４が（３）のデータを図で表したものである。図３と同じように、縦軸の割合は、所得
全体に対する上記左側２人の累積所得 890 万円（22.6％）、左側３人の累積所得 1540 万円（39.1％）、

























図５と図６では、D と E の部分の面積はそれほど変わらない。しかしながら、D は左下の面積が
広く、E は右上の面積が広くなっている。人口の累積相対度数が 0.4 のところで比べてみると、E
の方が所得が高く、D はかなり所得が低いことがわかる。他方、人口の累積相対度数が 0.8 のとこ
ろで比べてみると、残りの 20％の所得が高いのは E で、D は上層の所得は相対的に低くなってい




 国 名 ジニ係数 調査年 
１位 南アフリカ 0.62 2015 
２位 コスタリカ 0.48 2019 
３位 チリ 0.46 2017 
３位 メキシコ 0.46 2016 
５位 トルコ 0.40 2015 
５位 ブルガリア 0.40 2017 
７位 米国 0.39 2017 
８位 リトアニア 0.37 2017 
８位 英国 0.37 2018 
10位 ラトビア 0.35 2017 
10位 韓国 0.35 2017 
10位 ルーマニア 0.35 2017 
10位 イスラエル 0.35 2018 
14位 日本 0.34 2015 
15位 イタリア 0.33 2017 
15位 スペイン 0.33 2017 
17位 ロシア 0.33 2016 
18位 ルクセンブルク 0.33 2017 
19位 オーストラリア 0.33 2018 
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するP-reference lineであると主張した。この後、Mookherjee and Shorrocks（1982）は、Paglin（1975）
の修正を批判する形で、ジニ係数の分解では世代ごとの格差を十分に分析できないことを示し、ジニ係数
とは別の尺度である平均対数偏差の利用を主張した。 
６） 点をつないだ線は、一般にローレンツ曲線と言われている。 
７） この図では、縦軸と横軸の長さは１であるので、Aの面積を２倍すればジニ係数が求まる。 
８） 杉森・木村・金子・上藤（2009）第６章では、高齢化による「見かけ上」の格差を取り上げ、ジニ係数
の有効性に関する議論と分析尺度の考察を行っている。 
 
